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者が増えている。平成 12 年（2000 年）の介護保険制度施行時に 3.35 であった要介護
























りは 2.6％であったが、平成 26 年（2014）には 5.8％と 2 倍以上になっている。実数で



















17 条、歯科医師法第 17 条及び保健師助産師看護師法第 31 条の解釈について」の医政
局通知において、「医療機関以外の高齢者介護・障がい者介護の現場等において判断に
疑義が生じることの多い行為であって原則として医行為ではないと考えられるもの」







は、厚生労働省が明示した上記の 18 の行為を医療的行為ととらえる。 
 





























医政局長通知（2005年 7月 26日）「医師法第 17条、歯科医師法第 17条および保健師助産師看護師法
第 31条の解釈について」（医政発第 0726005号）より 
 
３．介護職員にとっての医療（的）行為 











































































表 0-2 入所定員 100人あたりの人員基準 
介護老人福祉施設 介護老人保健施設 介護療養型医療施設 
医師（非常勤可）1 人 
看護職員 3 人 
介護職員 31 人 




看護職員 9 人 
介護職員 25 人 
理学療法士，作業療法士また
は言語聴覚士 1 人 




員の総数の 5/7 程度） 
医師 3 人 
看護職員 17 人 
介護職員 17 人 
































 平成 26 年介護サービス施設・事業所調査(2014)１)によると、現在、介護老人福祉
施設で働く介護職員は 20 万 3,620 人に上る。介護保険制度が始まった平成 12 年 
（2000）には 4,463 でであった施設数も、平成 26 年(2014)には 7,249 施設に増加し
ており、介護職員数も 7 万 3,496 人から急増した。20 万 3,620 人のうち、常勤が 17

























































































































図 1-1 介護職員が医療的ケアをめぐって関与する環境と役割ストレスモデルの対比 




























































 本研究では、近年、最も包括的な職業ストレスモデルとされている NIOSH のストレ







  ● NIOSH の職業性ストレスモデル(出典：Hurrell & McLaney[1988])44) 













             ↑ 
 「環境要因」（平均要介護度・看取りの有無） 
 



























  「役割曖昧性」 

























































































































































































































































































































































































































































 アイテムプールの作成過程をまとめたものが表 2-1 である。アイテムプールは、先行研究
および研究者が本研究の前段階として実施した介護老人福祉施設の介護職員・看護職員に
対する職種間の連携に関するヒアリングをもとに作成した。ヒアリングの協力者は兵庫県
にある介護老人福祉施設に勤務する介護職員 2 人（30 代男性主任、20 代女性）、看護職員
2 人（双方、50 代女性）と、大阪府にある介護老人福祉施設に勤務する介護職員 1 人（30























































































































































































































































１．ケアについてどこまで行うべきか判断に困ることがある。 3.45 1.09 4.8 18.1 19.0 43.2 14.9 0
２．自分の能力が十分に生かせている。（R） 2.86 0.79 2.2 14.6 53.7 25.7 3.8 0
３．自分の技術や能力以上の仕事を求められる。 3.38 1.03 3.5 16.5 32.1 33.7 14.0 1
４．看護職と比べると自分たちの職種の方が忙しい。 3.77 1.10 3.8 6.7 31.4 24.4 33.3 1
５．自分で何をやるべきなのか、よくわからないことがある。 2.36 1.11 22.9 40.6 17.8 14.3 4.1 1
６．本来、自分たちの職種の仕事ではないと思いながら行っている業務がある。 3.31 1.30 11.4 18.7 17.8 31.7 20.3 0
７．看護職との役割分担がはっきりしている。（R) 2.55 1.13 5.1 14.6 32.1 27.0 21.3 0
８．自分たちの仕事で手一杯で、相手の職種のことまで考える余裕がない。 3.02 1.10 7.9 25.7 33.0 23.2 10.2 0
９．職種間で意見が異なったとき、自分の意見を相手に十分伝えられない。 2.87 1.15 11.7 30.8 22.9 27.9 6.7 0
10．職業的な専門性を発揮できない。 2.63 1.03 12.1 36.8 31.1 15.6 4.4 0
11．職業間で責任の所在が不明瞭である。 2.90 1.18 13.0 26.7 27.0 23.5 9.5 1
12．ケアの内容や結果について多職種から非難される。 3.03 1.17 11.7 21.9 27.9 28.9 9.5 0
13.自分たちの職種の方が責任が重い。 3.12 1.13 9.8 14.3 43.2 18.1 14.0 2
14.介護と看護ではケア内容に重なりがいいので分担が難しい。 2.92 1.09 8.9 28.3 32.4 22.5 7.9 0
15.職種間で業務の優先度に違いを感じる。 3.36 1.06 4.1 17.5 31.7 32.1 14.6 0






























第１因子 第２因子 第３因子 平均値 標準偏差
第１因子　業務分担の認識相違から生じる困難感　　　　α =0.703 3.29 0.78
⑮職種間で業務の優先度に違いを感じる。 .803 -.118 -.073 3.36 1.06
⑫ケアの内容や結果について他職種から批判される。 .633 .075 -.009 3.03 1.17
⑯スタッフによって求められる（求める）内容が異なることがある。 .631 -.040 .039 3.84 0.95
⑭介護と看護ではケア内容に重なりが多いので分担が難しい。 .369 -.003 .283 2.92 1.09
第２因子　職能を発揮できない不全感　　　　α =0.669 2.68 0.73
⑩職業的な専門性を発揮できない。 .086 .648 .086 2.63 1.03
⑤自分で何をやるべきなのか、よくわからないことがある。 -.107 .636 -.007 2.36 1.11
②自分の能力が十分に生かせている。（R） -.125 .539 -.014 2.86 0.79
⑨職種間で意見が異なった時、自分の意見を相手に十分伝えられない。 .219 .498 -.075 2.87 1.15
第３因子　相対的役割過剰感　　　α =0.644 3.41 0.90
④看護職と比べると自分たちの職種の方が忙しい。 -.077 -.109 .799 3.77 1.10
⑥本来、自分たちの職種の仕事じゃないと思いながら行っている業務がある。 -.037 .100 .572 3.31 1.30




















































































い不全感」で、「業務分担の認識相違から生じる困難感」ではr =-.114(p = 0.05)、「職能













年齢1) -0.114 * -0.152 * 0.43
性別2) 男性 3.27±0.84 2.76±0.79 3.23±0.96
女性 3.30±0.74 2.67±0.68 3.52±0.84
t値 -0.36 1.63 -2.85 **
役職2) あり 3.33±0.75 2.61±0.71 3.50±0.91
なし 3.19±0.83 2.83±0.74 3.19±0.84
t値 1.50 2.47 * 2.84 **
介護福祉士の資格2) あり 3.32±0.78 2.66±0.72 3.45±0.89
なし 3.10±0.78 2.74±0.75 3.16±0.93































































































































































































































































































1.　こんな仕事、もうやめたいと思うことがある。 3.47 1.32 9.5 17.1 18.7 26.3 28.3
2.　われを忘れるほど仕事に熱中することがある。（R) 3.20 1.12 6.7 21.3 30.8 27.6 13.3 1
3.  こまごまと気配りをすることが面倒に感じることがある。 3.30 1.12 6.3 21.0 21.6 39.0 12.1
4.　この仕事は私の性分に合っていると思うことがある。（R) 3.63 1.08 4.8 9.2 27.6 35.6 22.9
5.  同僚や利用者の顔を見るのも嫌になる時がある。 2.69 1.26 17.8 34.3 19.4 17.1 11.1 1
6.  自分の仕事がつまらなく思えてしかたのないことがある。 2.68 1.31 21.0 29.5 22.9 13.0 13.3 1
7.　１日の仕事が終わると「やっと終わった」と感じることがある。 3.94 1.09 3.2 9.2 15.9 34.0 37.8
8.　出勤前、職場に出るのが嫌になって家にいたいと思うことがある。 3.30 1.38 12.7 21.6 12.4 28.9 24.1 1
9.　仕事を終えて、今日はよい１日だったと思うことがある。（R) 3.67 1.01 2.9 9.2 27.3 39.0 21.6
10.同僚や利用者と何も話したくなくなることがある。 2.65 1.28 21.9 29.5 20.6 17.8 10.2
11.仕事の結果はどうでもよいと思うことがある。 2.32 1.13 26.0 37.1 21.3 9.5 5.7
12.仕事のために心にゆとりがなくなったと感じることがある。 3.78 1.07 3.2 11.1 18.1 39.4 28.3
13.今の仕事に、心から喜びを感じることがある。（R) 3.64 1.04 1.6 13.0 29.8 30.8 24.8
14.今の仕事は私にとってあまり意味がないと思うことがある。 2.06 1.05 35.9 33.7 22.9 3.5 4.1
15.仕事が楽しくて知らないうちに時間が過ぎることがある。（R) 3.19 1.17 8.3 21.3 28.6 27.3 14.6
16.体も気持ちも疲れ果てたと思うことがある。 4.01 1.08 3.2 8.6 12.4 35.6 40.3





項目 第１因子 第２因子 第３因子 平均値 標準偏差
2.62 0.89
5.  同僚や利用者の顔を見るのも嫌になる時がある。 .701 .308 .089 2.69 1.26
10.同僚や利用者と何も話したくなくなることがある。 .681 .364 .041 2.66 1.28
11.仕事の結果はどうでもよいと思うことがある。 .675 .144 .109 2.32 1.13
6.  自分の仕事がつまらなく思えてしかたのないことがある。 .608 .273 .235 2.69 1.31
14.今の仕事は私にとってあまり意味がないと思うことがある。 .544 .131 .273 2.07 1.05
3.  こまごまと気配りをすることが面倒に感じることがある。 .461 .315 .136 3.31 1.12
3.70 0.89
16.体も気持ちも疲れ果てたと思うことがある。 .173 .846 .005 4.02 1.09
12.仕事のために心にゆとりがなくなったと感じることがある。 .267 .703 .031 3.80 1.07
8.　出勤前、職場に出るのが嫌になって家にいたいと思うことがある。 .393 .533 .141 3.31 1.34
1.　こんな仕事、もうやめたいと思うことがある。 .467 .487 .156 3.48 1.31
.283 .406 .067 3.95 1.09
2.53 0.72
.253 .027 .753 2.35 1.04
.146 .178 .694 2.82 1.17
.072 .114 .693 2.33 1.01
.025 -.098 .481 2.80 1.13
.081 .068 .457 2.48 0.98










第２因子　情緒的消耗感    α =0.801











































-.182 ** -3.154 1.143
役職の有無
（なし：0，あり：1） .031 .500 1.293
介護福祉士の資格の有無
（なし：0，あり：1） .031 .537 1.163
平均介護度（1～5） -.030 -.553 1.047
看取りへの取り組みの有無
（なし：0，あり：1） -.123 * -2.250 1.038
業務分担の認識相違から生じる困
難感　　　　　　　　　（1～5） .070 1.082 1.431
職能を発揮できない不全感
（1～5） .309 *** 5.076 1.278
相対的役割過剰感


















































































































-.176 ** -2.914 -.146 ** -2.609 -.102 -1.606
役職の有無
（なし：0，あり：1） .033 .515 .036 .594 .011 .163
介護福祉士の資格の有無
（なし：0，あり：1） -.060 -.980 .040 .702 .106 1.667
平均介護度（1～5） -.037 -.635 .012 .230 -.059 -.983
看取りへの取り組みの有無
（なし：0，あり：1） -.071 -1.232 -.086 -1.609 -.131 * -2.175
業務分担の認識相違から生じる困
難感　　　　　　　　　（1～5） .104 1.543 .106 1.688 -.063 -.897
職能を発揮できない不全感
（1～5） .209 *** 3.282 .330 *** 5.571 .185 ** 2.777
相対的役割過剰感
(1～5） .138 * 2.173 .182 ** 3.075 .072 1.077









































































































































































































第４章 介護老人福祉施設に従事する介護職員の「役割ストレッサー」と  















職者で 20 歳代が半数を占める一方、役職者は 30 歳代が 41.9％と最も多かった。また、
職種でも役職者では介護福祉士の有資格者が 87.8％に達したのに対し、非役職者では











度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
男性 124 39.4 32 34.4 91 41.0
女性 190 60.3 61 65.6 129 58.1
無回答 1 0.3 0 0.0 1 0.5
20歳代 100 31.7 51 54.8 49 22.1
30歳代 115 36.5 22 23.7 93 41.9
40歳代 61 19.4 14 15.1 47 21.2
50歳代以上 39 12.4 6 6.5 33 14.9
無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0
介護福祉士 249 79.0 54 58.1 195 87.8
ヘルパー 39 12.4 24 25.8 15 6.8
無資格 19 6.0 14 15.1 5 2.3




















２．「役割ストレッサー」と日本語版 MBI の役職の有無による差異 
表 4-2 は、「役割ストレッサー」と日本語版 MBI の項目ごとの平均得点を役職の有無
別で比較した結果である。「役割ストレッサー」全体での平均得点は，非役職者 3.07±0.63
点、役職者は 3.14±0.59 点と有意差はなかった。しかし「役割ストレッサー」の下位項





非役職者で 2.77±1.08 点と役職者で特に高く、違いが見られた。 























３．役職の有無別でみた「役割ストレッサー」と日本語版 MBI の関連 
表 4-3 が役職者と非役職者別での要因間の関連であり、表 4-4 が重回帰分析の結果で
ある。非役職者では役割ストレッサーの下位項目である「相対的役割過剰感」（β＝0.34）、
「職能を発揮できない不全感」（β＝0.28）と「看取りの実施の有無」（β＝-0.24）が
1％水準、「性別」（β＝-0.18）が 5％水準と、4 項目で日本語版 MBI と有意な関連がみ
られ、モデルの説明力を示す調整済み R２は 0.43 となった。一方、役職者では，役割ス
トレッサーの下位項目「職能を発揮できない不全感」（β＝0.31）と「年齢」（β＝-0.23）
が１％水準と、2 項目で日本語版 MBI と有意な関連がみられるのみであり、調整済み




役割ストレッサー α =.80 3.07±0.63 3.14±0.59 1.00
第１因子「業務分担の認識相違から生じる困難感」　α =.70 3.19±0.83 3.33±0.75 1.50
　  ⑮職種間で業務の優先度に違いを感じる 3.30±1.09 3.38±1.05 0.59
　　⑫ケアの内容や結果について他職種から批判される 2.77±1.08 3.18±1.19 2.49 *
　　⑯スタッフによって求められる（求める）内容が異なる 3.72±0.98 3.89±0.94 1.46
　　⑭介護と看護ではケア内容に重なりが多いので分担が難しい 2.95±1.07 2.91±1.10 0.24
第２因子「職能を発揮できない不全感」　α =.67 2.83±0.74 2.61±0.71 2.47 *
    ⑩職業的な専門性を発揮できない 2.76±0.97 2.58±1.05 1.44
　　⑤自分で何をやるべきなのか、よくわからないときがある 2.52±1.05 2.29±1.13 1.63
　　②自分の能力が十分に生かせている（Ｒ） 3.03±0.80 2.72±0.78 2.55 *
　　⑨職種間で意見が異なった時、自分の意見を相手に十分伝えられない 3.02±1.10 2.81±1.16 1.53
第３因子「相対的役割過剰感」　α =.64 3.19±0.84 3.50±0.91 2.84 **
    ④看護職と比べると自分たちの職種のほうが忙しい 3.51±1.11 3.88±1.08 2.80 **
　　⑥本来、自分たちの職種の仕事じゃないと思いながら行っている業務がある 3.15±1.29 3.37±1.30 1.40
　　⑬自分たちの職種の方が責任が重い 2.91±1.11 3.21±1.13 2.13 *
日本語版MBI α =.87 2.92±0.67 2.90±0.66 0.20
第１因子「情緒的消耗感」　α =.84 3.75±0.91 3.69±0.88 0.54
第２因子「脱人格化 」　α =.85 2.60±0.92 2.63±0.87 0.28
第３因子「個人的達成感の低下」　α =.75 2.54±0.79 2.52±0.70 0.17
























なお、いずれの重回帰モデルにおいても F 値は 0.1％水準で有意でありモデルの有効








1.000 -.176 -.179 .124 .026 -.188 * .459 *** .513 *** .487 ***
1.000 -.010 .002 .007 -.008 -.042 -.093 .085
1.000 -.099 -.179 -.086 -.186 * -.163 -.112
Ⅳ．介護福祉士資格の有無（なし=0,あり=1) 1.000 .296 ** .185 * .051 .022 .163
1.000 .310 ** .144 .053 .193
1.000 .020 .006 .104
Ⅶ．業務分担の認識相違から生じる困難感 1.000 .517 *** .432 ***
1.000 .360 ***
1.000
1.000 .013 -.225 ** .028 -.059 -.086 .218 ** .342 *** .162 *
1.000 .243 .048 .037 .039 .074 -.085 .219 **
1.000 -.063 .028 -.014 -.146 * -.062 .077
Ⅳ．介護福祉士資格の有無（なし=0,あり=1) 1.000 -.021 -.126 * .169 * .046 -.004
1.000 .104 -.042 -.033 .004
1.000 -.014 -.012 .004
Ⅶ．業務分担の認識相違から生じる困難感 1.000 .380 *** .386 ***
1.000 .186 **
1.000












Ⅵ． Ⅶ． Ⅷ． Ⅸ．















































-.088 -1.004 -.231 ** -3.270
介護福祉士の資格の有無
（なし：0，あり：1）
.105 1.182 -.020 -.285
平均介護度（1～5）
-.048 -.510 -.036 -.529
看取りへの取り組みの有無
（なし：0，あり：1）
-.242 ** -2.712 -.087 -1.282
業務分担の認識相違から生じる困難感
（1～5）
.147 1.410 .026 .320
職能を発揮できない不全感
（1～5）
.284 ** 2.819 .305 ** 4.174
相対的役割過剰感
(1～5）



































































































































































述のみられた 37 名のテキストデータを分析対象とした。 
 
２．分析方法 

































15 (40.5) 22 (59.5)
  20歳代  7 (18.9) 3 (8.1) 4 (10.8)
  30歳代 17 (45.9) 10 (27.0) 7 (18.9)







今回の分析では、第一行が｢20 代男性｣「30 代男性」…「30 代女性」「40 代女性」と
いった性・年代のグループ、第一列が、各性・年代グループのいずれかで上位 10 位に
ランキングしていた名詞・形容詞であり、各々の形態素の出現率から解析がなされ、視












分析対象者の性別・年齢構成を表 5-1 に示す。性別では女性が 6 割と多く、年齢では
30 歳代の役職者が 45.9％と半数に近い。次いで 40 歳代以上が 35.1％と多いが、20 歳












総抽出語数は 3,470 語、異なり語数は 690 語であった。うち、今回、分析対象とした
名詞と形容詞の総抽出語数は 1,143 語であり、異なり語数は 425 語であった。 












それぞれ「20 歳代」｢30 歳代｣｢40 歳代以上｣の年齢区分を示し、「Ｍ」は男性、「Ｆ」は















１位 2位 3位 3位 3位 3位 3位 3位
低い 介護職 社会 仕事 給与 専門性 立場 責任
7 4 3 3 3 3 3 3
１位 １位 3位 3位 5位 6位 6位 6位 6位 6位 6位 6位 6位
ない 介護職 多い 仕事 職員 誰 職場 職種 業務 給与 関係 介護 利用者
8 8 7 7 6 4 4 4 4 4 4 4 4
１位 2位 2位 2位 2位 2位 2位 2位 2位
職員 福祉 長年 多い 仕事 介護 レベル 専門性 介護職
2 1 1 1 1 1 1 1 1
１位 2位 3位 4位 4位 4位 7位 7位 7位 7位 7位
利用者 職員 ため 介護 何 胃ろう 自分 ストレス ケア 看護職 介護職
7 6 5 4 4 4 3 3 3 3 3
１位 2位 3位 3位 5位 5位 5位 5位 5位




6 5 4 4 3 3 3 3 3
１位 １位 3位 3位 3位 3位 7位 7位
自分 仕事 職員 ストレス 看護職 介護職 良い 研修









































































ライアント」「ため」といった語句が並んだ。中でも、30 歳代女性の「30Ｆ」と 20 歳
代女性の「20Ｆ」の間には、「生活」｢胃ろう｣「回」「負担」といった語句がみられ、こ
れらは若年女性の傾向と捉えられる。 
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1．介護福祉士 ?．ヘルパー1級・2級 ?．無資格 
6．あなたは主任やリーダー等何らかの役職についていますか？
7．あなたの雇用形態はどちらですか？
1． ?ﾍい ?．いいえ 












1． ?ﾍい ?．いいえ ?．検討中 
1． ?ﾍい ?．いいえ ?．検討中 
13．療養長（介護・看護の責任者）の職種を教えて下さい。




1． ?ﾍい ?．いいえ ?．検討中 
1． ?ﾍい ?．いいえ ?．検討中 
1． ?ﾍい ?．いいえ ?．検討中 
17・多職種が集まる会議や委員会活動はありますか？「はい」を選ばれた場合は頻度もお答えください。
※　あなたが所属している、いないに関わらず、施設全体の実施状況としてお答えください。






①頻回な吸引を要する人 ?i ?j人／施設・担当フロア（ ?j人中 











1． ?Sく感じない ?． ?｠まり感じない ?． ?ﾇちらともいえない 
4． ?｠る程度感じる ?． ?ﾐじょうに感じる ??
Ⅳ・研修機会についてお伺いします。
21．「施股内での」研修会や勉強会の実施状況を教えてください。
1． ??試ﾀ施している ?．年に数回実施している ?．（ほとんど）実施していない 
22．あなたの施設では「認知症に関する」研修を定期的に行っていますか？
1． ?ﾍい ?．いいえ ?．検討中 
23．「施毅外の」研修への参加機会はありますか？


































































































































































































































































































































































































































































36 仕事に見合った給与なのか考える事がある。 男性 50代
37
リーダーをしているが、仕事量が多く、残業や休みの日でも何らかの仕事をし
ている日々であり、疲れがたまっている。全体的に残業の多い職場である。自
分以外の職員も同様であり、給与の少ない嘱託職員さんなどは大変だと思
う。
女性 40代
